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平成
28年

度の福まち活動に向けて

福まちパワーアップ事業

福まちコーディネーター養成

　「福まちパワーアップ事業」は、平成２５～２７年度の間、平岡地区を
モデル地区に指定して、札幌市が直接取り組んできた事業です。町内
会・自治会圏域の地域福祉の基盤を固めながら、健康づくりや介護予
防の要素を組み込んで、保健福祉のすそ野を広げてきました。平成２８
年度以降は、他の地区への拡充を図るため、１年単位で地区を指定し、
社会福祉協議会が主体となって取り組みを進めていくことになりました。
　今年度の指定は清田地区で、既に地域の承認をいただき、各町内会・
自治会との懇談会を重ねています。懇談で把握した町内会毎の特色ある取り組みを如何に情報共有するか、
課題をどのように解決していくかを地区福まちとして検討していくことになります。最終的には、全体的なグルー
プワークを開催して、みんなで話し合っていくことにしています。
　各町内会・自治会の皆様には、見守り活動をはじめ、地域の安全・安心のために、熱心に取り組んでいただ
いており、私どもとしても本当に心強く感じています。

町内会との懇談会の様子
（真栄第一町内会） 福まち関連情報

見守りのすすめ　～活動の記録と情報の共有編～
　見守り活動には、周囲からそっと気にする方法から、実際に訪問して相談や援助にあ
たるやり方まで、相手方の状況や見守る人との関係に応じて様々な手法が用いられます。
札幌市社協では、こうした見守りの仕方を段階別に解説した「見守りのすすめ」を発行し
てきましたが、今般、活動記録と情報共有の取り組みを紹介した第３弾が発行されました。
　見守り活動の総括的資料としても活用できますので、見守り活動に取り組んでいる町
内会・自治会さんはもとより、関心のある方は、本会までお問い合わせください。

地域見守りサポーター養成研修のご案内
　社会福祉協議会では、高齢者世帯の孤立死等を防止することを目的に、日常生
活の中で「なにげなく気にかける」程度の見守りを行う「地域見守りサポーター」
を養成しています。平成２７年度末までに 8,344 名もの方が研修を受講され、サ
ポーターになっていただきました。町内会や老人クラブのほか、企業や各種団体、
学校での受講もあります。
　受講できるのは市内在住の中学生以上で、会場を確保いただければ、本会
職員が訪問して研修を開催することも可能です。準備の都合上、開催予定日
の１か月前までにお申し込みいただいています。開催日や所要時間、参加人
数等については、本会までお問合せください。

　平成 7年度から始まった「福祉のまち推進事業」
は、町内会・自治会圏域の見守りの仕組みづくりを
進め、問題が発生した場合にはみんなで話し合って対
応可能なことは支援するほか、専門機関につなぐなどして、
問題解決を図っていこうとする助け合いの活動です。

　　これまでも本事業の充実を目指して様々な取り組みが行われて
きましたが、平成28年度の新たな取り組みについてお知らせいたします。

　見守り活動が一層充実してきますと、個別の様々な問題に直面する
ことになります。認知症や悪質商法被害が疑われるといったケース、
ごみ出しや除雪が厳しくなるケース、食事づくりやお風呂に入るのが
大変になったというケース等、日常生活上の課題にそれぞれ対応して
いく必要があります。
　福祉のまち推進事業では、こうした個別課題を地区福まちがきちん

と把握して、町内会・自治会の方々は勿論、専門機関や時によっては対象者の家族も含めて、問題解決
に向けた協議・調整を行っていくことも求められてきます。こうした時のキーマンが福まちコーディネーターで、地
区福祉のまち推進センターへの配置が急務となってきました。
　平成２８年度から、順次研修会を開催して、コーディネーターの養成と配置を進めていきます。基本的には、現在
の地区福祉のまち推進センターを運営する人材を対象としますが、地域で発生した個別の問題を地域の課題と受け
止める体制づくりを進めていきます。

個別課題を話し合う会議の様子
（北野地区）

福まちコラム：「見守り」と「見回り」の違い
　地域の活動において、「見守り」と「見回り」という言葉がよく使われます。
前者のイメージとして、高齢の方のお宅を近隣の方が見守るというように、地
域の福祉活動に用いられることが多く、後者は、主に防火・防犯といった取り組
みに使われると思います。これらの違いについて、ＮＨＫドラマ「サイレント・プア

（2014.4.8-2014.6.3 放送）」において、主人公のモデルとなった、豊中市社会福祉協
議会コミュニティーソーシャルワーカーの勝部麗子さんが次のように言っています。「見

守りには “愛” がありますね。」と。これは、昨年9月１６日に開かれた地域福祉市民活動フォーラムにおける基
調講演での言葉です。
　誤解のないように言いますと、「見回り」も“近隣愛”に基づく活動ですが、地域とか家を対象範囲とするイメー
ジがあります。一方、「見守り」の場合は、あの家のあの方を対象とする分、範囲が狭くなり、訪問に至ると
相手の立場に立って話を伺い、必要に応じて援助にあたることになりますから、“愛” の度合いがより濃くな
るという意味なのだろうと感じました。
　この見守りの言葉に対しても、地域の活動者からは「上から目線に感じる」という声が出ています。里塚・
美しが丘地区福祉のまち推進センターでは、こうした考え方に基づいて「里・美気にかける運動」と称した
見守り活動を展開しています。見守りは住民同士の助け合い活動ですから、見守る側も見守られる側も同じ
目線でいたいという思いが伝わってきます。
　いずれにしても、地域社会の安心・安全は、何もせずに維持できるものではありません。地域社会に関心
がないという人も感じるべきです。周囲で「見守り」や「見回り」が、決して目立つことなく続けられていることを。

修了証は、交通安全用のリフレクター
（反射板）です。

※各地区福祉のまち推進センターの取り組みは、次回の掲載を予定しております。


